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● 環境・都市基盤 

 

【目指す姿】 

都市機能の効率的な集積と地域資源の利活用 

 

人口が急速に減少し、超少子高齢社会が進展する中、市民の生命・財産を守るため、国土

強靭化に向けた適切な基盤整備を計画的に実施すると同時に、留萌市が次の時代も持続的に

発展していくためには、まちづくりそのもののあり方を見直していく必要があります。 

このため、計画期間の 10年間に市民や企業、行政が一体となって、留萌市全体の活力の回

復と魅力を高める必要があります。 

キーワードは「コンパクトなまち」の実現です。そのためには①日常生活に関する公共機

関・商業施設・学校・病院などの各種サービスが集積し、公共交通をはじめとした多様な移

動手段により快適に行き来が可能な「生活拠点(まちの中心)」、②水産加工業や健康産業の誘

致など留萌の強みを活かした地域産業が集積する「産業拠点」、③文化・歴史・風土・味など

留萌ならではの魅力を活かした「観光拠点」などを定め、それぞれの拠点が機能を補いなが

ら環境と調和し、道路や公共交通、ＩＣＴなどで有機的につながることが求められます。 

今後は、市民一人ひとりが生活環境の向上と地域経済の活性化を実感できる、そうした「留

萌らしいコンパクトなまち」の実現に向けた検討を進めなければなりません。 

中でも留萌の海、山、公園などの自然や緑を大切にし、融和のとれた親しみのもてる環境

の保全に努め、次の世代へしっかりと残していくことが重要です。 

コンパクトで無駄のない、また利便性や効率化が図られ、誰もが快適なまちとなるよう取

り組みます。 
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